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　雲
南
市
で
は
民
間
団
体
等
に
よ
り
様
々
な
国
際
交
流
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
実
施

し
て
い
る
国
際
交
流
事
業
、
民
間
団
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

雲南市の国際交流事業って？？
　市で実施している国際交流事業で代表的なものは、次の２事業です。
　　①青少年海外派遣等交流事業
　　②国際交流員による交流事業

青少年海外派遣等交流事業って？？
　アメリカ合衆国インディアナ州リッチモンド市と韓国慶

けい
尚
しょう
北
ほく
道
どう
清
ちょんど
道郡

ぐん
と中高生に

よる交流事業を隔年で実施しています。

 リッチモンドサマースクール 
　リッチモンド市との青少年交流事業は、合
併前の平成11年度から旧大東町で始まり、
合併後も続いています。昨年度のリッチモン
ドサマースクールの際には、リッチモンド市
と姉妹都市提携を結びました。
　リッチモンドサマースクールでは、10日
間ホームステイを行いながら、学校訪問や異文化体験を行います。
 清道郡青少年相互交流事業 
　清道郡との青少年交流事業は、平成23年
度から始まり、今年度、３回目を実施する予
定でしたが、韓国でＭ

マ ー ズ
ＥＲＳ(中東呼吸器症

候群)の感染が拡大したことにより、残念な
がら中止しました。
　清道郡青少年相互交流事業は、清道郡の学
生と雲南市の学生が相互に訪問して交流活動
を行います。

国際交流員はどんなことをしているの？？
　雲南市には２人の国際交流員がいます。
　市報うんなんの『国際交流員の迷言コーナー』や雲南夢ネットの『おどろき　もものき　さんしょのき』でも
おなじみ、李

イ
在
ジェ
鎭
ジン
とダニエル・ブロドリックです。

　

　平成28年度は、リッチモンドサマースクールを実施する予定です。
　雲南市内の中学生・高校生の皆さん　ぜひ申し込みください！

私たちの主な仕事は学校訪問です。
小学校・中学校を訪問し、それぞれの国
の文化を伝えています。幼稚園、保育園
へ行くこともありますよ。子どもたちと
触れ合うのはとても楽しいです。
楽しいイベントも開催します。皆さんぜ
ひ参加してください！

毎月、文化講座も開催しています。
アメリカと韓国の文化を勉強することが
できますよ。（※今年度の受講申し込みは締
め切りました）
料理教室も開催しています。開催すると
きには、市報でお知らせしますので、ぜ
ひ参加してくださいね！

☆出前講座の申込も随時受け付けています☆
　①『諸外国についてもっと知ろう！』…アメリカ、韓国の文化を紹介します。
　②『美味しい異国の料理を作ろう！』…アメリカ、韓国の料理の実習や食文化について紹介します。

雲南市の事業について紹介します 雲
南
市
の
国
際
交
流
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雲南市国際文化交流協会って？？
　雲南市国際文化交流協会は、『大東国際文化交流協会』、『木次町国際交流協会』、『吉田国際文化交流の会』、『雲
南地区日韓親善協会』、『雲南日本語広場さくらSAKURA』、『UNNAN多文化まちづくりカフェ』の６団体から
なる複合組織です。平成18年に発足し、来年10周年を迎えられ、雲南市の国際交流をリードする中心的存在と
して活動されています。

　毎年恒例の日本料理作り。うしお
料理クラブの皆さんと一緒に日本料
理を作ります。
　須我神社参拝も毎年の恒例です。

　留学生とホストファミリーとの交流はホー
ムステイが終わってからも続きます。
　今年の留学生のキャロライン ・ウィンゼ
ンリードさんが帰国前に雲南市を訪れ、１週
間滞在。ホストファミリーと一緒に大東七夕
祭りを楽しみました！

　今年７月には、長年この事業に取
り組まれた功績に対し、しまね国際
センターから国際化功労者表彰を受
けられました。

◦　早稲田大学留学生ホームステイ事業

雲南市国際文化交流協会の取り組みを紹介します

表彰を受ける大東国際文化交流協会の
小
こ

山
やま

繁
しげ

樹
き

会長（左）

表彰状

主 な 活 動

　早稲田大学留学生ホームステイ事業は、大東町
で昭和61年からはじまり30年間続いている事業で
す。
　毎年２月初旬～３月初旬までの１ヵ月間、早稲田
大学の留学生がホームステイをしながら学校訪問、
文化体験などの活動を行います。

キャロラインさん
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　雲南市内の小中学生を対象にした英語によるス
ピーチコンテストです。自分のふるさとを英語で
紹介することをテーマに、毎年開催されています。
年々、出場者も増え、子どもたちのスピーチもレベ
ルアップしています！

第７回さくら英語スピーチコンテスト
日時：10月18日（日）　14：00～
会場：木次経済文化会館チェリヴァホール３階大会議室
※どなたでもご覧になれます。子どもたちの練習の成果をぜひ会場で
　ご覧ください！

多文化共生って？？
　『多文化共生』とは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重し合い、対等
な関係を築きながら、地域社会において共に生きていくことです。
　雲南市では、現在、約200人の外国人の方が暮らしておられます。言葉や文
化、生活習慣の違いから、日常生活に支障をきたすこともあり、外国人の方に
対する支援が必要となってきています。

どんな問題が起きているの？？
　外国人の方の中には、日本語や日本文化・習慣に対
する理解が不足しているために、周囲とのコミュニ
ケーションが取れず、孤立してしまう方がいらっしゃ
います。また、私たち日本人の外国語や外国の文化に
対する理解不足が孤立を招いているとも言えます。
　さらに、言葉や文化の違いにより、公共サービス、
災害の際の避難行動など、生活する上での大切な情報
が外国人の方に伝わらないこともあり、問題を抱えて

いてもどこにも相談できないといったことが起きてい
ます。
　また、外国にルーツのある子ども※１は、多言語に
親しんでいる一方、日本語学習のサポートが必要な場
合があり、支援が遅れると総合的な学力に影響するこ
ともあります。
※１　両親あるいは両親のどちらかが外国籍または外国出身者の子ども

　
　来年も２月に早稲田大学の留学生がやってきます。
　ホームステイは日本を訪れた外国人にとって、日本の文化を理解する最高の機会であり、また日本人にとっ
ても、日本にいながら異文化に触れる貴重な体験となります。
　留学生を家に招いて、家族ぐるみで交流してみませんか？

　　【問い合わせ・申し込み先】
　　　大東国際文化交流協会（事務局：大東総合センター自治振興課）　☎0854-43-8168
　　　雲南市国際文化交流協会（事務局：政策企画部地域振興課）　　　　☎0854-40-1013

◦　さくら英語スピーチコンテスト

多文化共生の取組について紹介します

ホストファ
ミリーを募集していますホストファ
ミリーを募集しています

今年も開催されます！
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必要な支援は？？
　外国人の方の孤立を防ぐためには、日本人との文化交流の機会、外国人住民
同士の交流の機会を設けることが必要です。
　また、外国にルーツのある子どもの日本語学習支援は、小学校就学前のでき
るだけ早い段階から行う必要があります。

『雲南日本語広場さくらS
さ く ら
AKURA』の活動

　外国人の方を対象とした日本語教室を毎週水曜
日、下熊谷交流センター (木次町)で開催されていま
す。

『U
う ん な ん
NNAN多文化まちづくりカフェ』の活動

　インターナショナル子育てサークルや異文化交流会のほか、外国人サポート活動を行っておられます。
　また、島根県から外国人地域サポーター※２の委嘱を受け活動されています。
※２　外国人住民と行政等をつなぐ地域の橋渡し役

　外国人住民からの質問、相談、要望などを聞かれた場合は、連絡してください。また、外国人住民に地
域の情報を伝えたい、交流の機会を持ちたい等についての相談も受け付けていますので、お気軽に相談く
ださい。

サポーター：UNNAN多文化まちづくりカフェ（代表：芝
しば

 由
ゆ

紀
き

子
こ

）
　　　　　　　　［電話］090-8061-1454　
行政担当窓口：雲南市役所政策企画部地域振興課
　　　　　　　　［電話］0854-40-1013　［FAX］0854-40-1019　　　　
　　　　　　　　［E-mail］kokusaikouryu@city.unnan.shimane.jp

雲南日本語広場さくらSAKURA（代表：高
たか

木
き

裕
ゆう

子
こ

）
では、一緒に活動していただける方を募集していま
す。詳しくは、雲南日本語広場さくらSAKURAの
ホームページをご覧ください。
http://www2.gol.com/users/takaki-family/sakura.html
[E-mail] n-tyuko@gol.com

会員募集中！！

島根県外国人地域サポーターからのお知らせ

◎ボランティアスタッフ募集中◎

雲南市内では、様々な取り組みが行われています



■ 各フロアのご案内
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多目的ホール

自販機
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会計課

市民生活課　
健康推進課

市民生活課
消費生活センター

環境政策課

長寿障がい福祉課
地域包括支援センター

正面入口

正面入口

相談室3

相談室1

相談室2

相談室4

206会議室

205会議室

204会議室

203会議室

202会議室

201会議室

教育総務課
社会教育課

学校教育課
子ども政策課

子ども家庭支援課
子ども家庭支援センター

健康福祉総務課

税務課
債権管理対策課

危機管理室
総務課
人事課

管財課
行財政改革推進課

財政課

情報政策課
政策推進課

農業委員会事務局
うんなん暮らし推進課

地域振興課

301会議室
（災害対策本部室）

相談室

秘書室

農林土木課
雲南市土地改良区

農林振興課商工観光課
産業推進課

産業振興センター

　

雲南市土地開発公社

相談室

相談室

業務管理課
都市建築課
建設事業課

議 場

議会事務局
監査委員事務局

公平委員会事務局

全員協議会室 委員会室
1

委員会室
2
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新庁舎での業務を
　10月13日（火）から開始します
新庁舎での業務を
　10月13日（火）から開始します

　新庁舎の完成に伴い、現在木次町木次にある本庁舎と木次町新市にある分庁舎
のすべての部署を新庁舎へ移転します。
　10月９日（金）までは、現在の庁舎において通常通り業務を行い、９日の業
務終了後より移転作業に移り、10月13日（火）からは新庁舎で業務を開始します。
　今回は、新庁舎内の配置や各部署の電話番号などを紹介します。

雲南市役所
新庁舎雲南市役所
新庁舎

休日・夜間窓口▲休日・夜間窓口▲

正
面
入
り
口

正
面
入
り
口

▲▲
▲▲

島根県雲南
合同庁舎

雲南保健所

国道54号線

国道54号線

至 加
茂町

至 加
茂町

 松江木次線
 松江木次線

至 三
刀屋町

至 三
刀屋町

木
次
直
江
停
車
場
線

木
次
直
江
停
車
場
線

市道市役所線市道市役所線

来客用駐車場

新庁舎施設のご案内
■ 新庁舎住所
〒 699－1392
島根県雲南市木次町里方 521番地１

■ 駐車場および休日・夜間窓口などのご案内

※駐車場が満車の場合は、島根県雲南合同庁舎の駐車場も利用いただけます。
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■ 電話番号のご案内（10 月 13 日時点）
　※庁舎移転に伴う電話番号の変更はありません。　　

電 話 番 号
代表電話番号 ４０－１０００
１　階

市民生活課 ４０－１０３１
消費生活センター ４０－１１２３
環境政策課 ４０－１０３３
健康推進課　 ４０－１０４５
長寿障がい福祉課 ４０－１０４２
地域包括支援センター ４０－１０４３
　　高齢者虐待通報 ４０－１０６６
会計課 ４０－１０９１

２　階
教育総務課 ４０－１０７１
学校教育課 ４０－１０７２
社会教育課 ４０－１０７３
子ども政策課 ４０－１０４４
子ども家庭支援課 ４０－１０６７
子ども家庭支援センター ４０－１０６７
　　子ども虐待通報 ４０－１０４６
健康福祉総務課 ４０－１０４１
債権管理対策課 ４０－１０３５
税務課 ４０－１０３４

３　階
農業委員会事務局 ４０－１０９２
うんなん暮らし推進課 ４０－１０１４
地域振興課 ４０－１０１２／４０－１０１３
政策推進課 ４０－１０１１
情報政策課 ４０－１０１５
管財課 ４０－１０２５
財政課 ４０－１０２３
行財政改革推進課 ４０－１０２４
人事課 ４０－１０２１
総務課 ４０－１００１／４０－１０２１
危機管理室 ４０－１０２７
秘書室 ４０－１０２１

（市外局番はいずれも 0854 です）
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■ 市民使用可能スペースのご案内
　新庁舎には、市民の皆さんも使用いただける多目的ホールと２階会議室を備えております。
　※使用可能時間および申し込み方法等については、追ってお知らせします。

■ 税務関係証明書発行窓口のご案内
　新庁舎では、税務関係の証明を全て２階税務課で行います。

■ 庁舎移転作業時の休日・夜間窓口のご案内
　庁舎の移転作業につきましては、10月９日（金）の閉庁後から12日（月・祝）にかけ
て行います。庁舎移転作業時の休日・夜間窓口については、現在の庁舎において従来どお
り受付を行います。
　移転作業中は、市民の皆さんにご迷惑をおかけしますがご協力いただきますようよろし
くお願いします。

電 話 番 号
４　階

業務管理課 ４０－１０６１
都市建築課 ４０－１０６４／４０－１０６５
建設事業課 ４０－１０６２／４０－１０６３
雲南市土地開発公社 ４２－２２４１
農林土木課 ４０－１０５３
雲南市土地改良区 ４０－１０５３
農林振興課 ４０－１０５１
商工観光課 ４０－１０５４
産業推進課 ４０－１０５２
産業振興センター ４０－１０５２

５　階
議会事務局 ４０－１００４
監査委員事務局 ４０－１００５
公平委員会事務局 ４０－１００５
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　雲南市都市計画マスタープラン
では、広域圏、周辺都市、市内各
エリアとの連携軸の結節点である
とともに、土地利用需要が高く、
都市施設整備の推進が著しいこと
から、木次町里方地区から三刀屋
町三刀屋地区にわたる国道54号沿
線や三刀屋木次インターチェンジ
周辺を雲南市の中心市街地エリア
と位置付けています。

　中心市街地エリアには、市の中
枢となるべく主要都市機能や商
業・業務機能などの集積誘導を促
進し、にぎわいと魅力あふれる中
心市街地の形成をめざすために、
中心市街地活性化事業を導入し、
ソフト・ハード両面の整備を推進
します。

雲南市の中心市街地は

中心市街地活性化基本計画とは

～次号では、中心市街地活性化基本計画の具体的な内容をお伝えします～

にぎわいあふれる中心市街地をめざして！にぎわいあふれる中心市街地をめざして！
シリーズ「雲南市中心市街地活性化」①

　平成26年２月に策定した「雲南市都市計画マスタープラン」をもとに、『雲南市中心市街地活性化基本計画』
の策定に着手しています。この計画をもとに、中心市街地の商業の活性化や都市基盤の整備を図り、「にぎわい」
と「暮らしやすさ」の創造と「市の顔づくり」を進めます。
　中心市街地活性化に向けた取り組みについて、シリーズで紹介します。

　人口の減少や超高齢化社会に備え、高齢者を含む多くの人たちが住みやすい生活拠点をめざし、５つの視点を
含む実現性の高い事業を盛り込んだ基本計画を策定し、内閣総理大臣の認定を受けます。
　認定を受けた後は、５ヵ年の期間で、国の支援措置を重点的に受けながら、基本計画に掲げた中心市街地の活
性化に資する事業を実施します。雲南市では、来年３月までの内閣総理大臣の認定をめざしています。

　　　　〔５つの視点〕　　⑴市街地の整備改善　⑵都市福利施設の整備　⑶街なか居住の推進
　　　　　　　　　　　　⑷商業等の活性化　　⑸公共交通機関の利便性の増進等　

松江圏域

出雲圏域

奥出雲圏域

飯南圏域
山陽圏域

中核拠点ゾーン

中心市街地エリア

拠点ゾーン

（三刀屋・木次・加茂・大東）

（三刀屋・木次）

（掛合・吉田）

　凡　例
　　　　都市計画区域
　　　　生産振興・交流促進ゾーン
　　　　中核拠点ゾーン
　　　　拠点ゾーン
　　　　中心市街地エリア
　　　　定住機能エリア
　　　　医療機能エリア
　　　　地域生活エリア
　　　　広域連携軸
　　　　都市連携軸
　　　　機能連携軸
　　　　市域連携軸
　　　　都市形成ネットワーク
　　　　市域形成ネットワーク
　　　　水とみどりの空間ネットワーク
　　　　高速道路
　　　　国道
　　　　主要地方道
　　　　一般県道
　　　　広域農道

松江圏交流軸宍道湖中海圏交流軸

出雲圏交流軸

飯南圏交流軸飯南圏交流軸

山陽圏交流軸

奥出雲圏交流軸

安来圏交流軸安来圏交流軸

三刀屋総合センター三刀屋総合センター 木次総合センター木次総合センター

雲南市役所雲南市役所

大東総合センター大東総合センター

加茂総合センター加茂総合センター

三刀屋木次ＩＣ三刀屋木次ＩＣ

吉田掛合ＩＣ吉田掛合ＩＣ

雲南吉田ＩＣ雲南吉田ＩＣ
吉田総合センター吉田総合センター

掛合総合センター掛合総合センター

中心市街地エリア中心市街地エリア

都市計画マスタープランでの機能配置

ご意見、ご質問などは、都市建築課（☎ 0854－40－1064）までお寄せください。
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島
根
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
・
西
日
本
大
会
に
出
場
し
た

雲
南
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
皆
さ
ん

島
根
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
・
西
日
本
大
会
に
出
場
し
た

雲
南
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
皆
さ
ん

第29回全日本小学生男子ソフトボール大会
寺領スポーツ少年団

第30回全日本壮年ソフトボール大会 木次ミステリーズ

第32回西日本学童軟式野球大会　大東野球スポーツ少年団

第22回西日本学童軟式野球大会　雲南ブレーブス

第12回全日本一般男子ソフトボール大会 雲南市役所ソフトボール部

平成27年度全国高等学校総合体育大会ソフトボール競技
兼第67回全日本高等学校女子ソフトボール選手権大会

三刀屋高校女子ソフトボール部

第45回全国中学校相撲選手権大会 掛合中学校 相撲部（団体）
大野拓巳さん、古藤　丈さん

土谷龍世さん、中村凌也さん、永瀬一宇さん
つちやりゅうせい なが   せ  かずたかなかむらりょうや

ことう　    じょうおお  の   たく み

卓球

相撲

レスリング

空手 バドミントン

野球 ソフトボール

平成27年度全国高等学校総合体育
大会バドミントン競技 兼 第66回
全国高等学校バドミントン選手権大会
野々村　鴻さん（大東町）
の　の むら　　こう

第15回全日本少年少女
空手道選手権大会
遠藤千加さん（大東町）
えんどう  ち    か

全日本卓球選手権大会
第33回ホープス卓球大会
市場右京さん（三刀屋町）
いち  ば   う きょう

少林寺拳法

第46回全国中学校柔道大会
ふじはら め   る しらぎくゆうだい

左から黒田佳吏夫さん、黒田亜武瑠さん、錦織楓真さん、
小野こなみさん、小野正之助さん、鳥目裕太さん

にしこりふう  まくろ  だ    あ    む     る

お     の

くろ  だ     か   り    ふ

お    の  まさ  の  すけ とり  め   ゆう  た

第32回全国少年少女レスリング選手権大会加茂B&Gレスリングクラブ
びーあんどじー

柔道

平成27年度全国高等学校
総合体育大会少林寺拳法競技

門脇宥紀菜さん（大東町）
かどわき  ゆ　き　な 藤原夢瑠さん

(木次中学校)
白菊湧大さん
(掛合中学校)

※雲南市中学校各種大会選手派遣費補助金または社会教育団体等の全国大会等出場激励金
　の交付申請を提出された皆さんなどを掲載しています。

卓球

相撲

レスリング

空手 バドミントン

野球 ソフトボール

少林寺拳法 柔道
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　第１回加茂町人権セミナーが雲南市人権・同和教育推進協議会加茂支部の主催で加茂健康福祉センターかもて
らすにおいて行われました。
　社会心理学講師でカウンセラー市

いち

場
ば

恵
けい

子
こ

さん（岡山市）が、「男女共同参画ってなあに？～ “女らしく ”“ 男ら
しく ” より “ 自分らしく ” ～」と題し講演されました。日常に残るジェンダー、世界の男女平等指数などを分か

男女共同参画ってなあに？
～加茂町人権セミナー～

８
  ４

りやすく説明され、本当に幸せな人生を送
るためには、人と比べて落ち込んだり威
張ったりすることなく、ありのままの自分
で良いという自己肯定感をもつことが必要
であると話されました。当日参加された約
70人の皆さんからは「なにげない言動の中
にも男女差別となっているものがあること
に改めて気づかされた」「相手に対し、自
分らしく素直に気持ちを伝えていきたい」
などの感想が寄せられました。

?

人権セミナーの様子

市場さんによる弾き語りの様子

８
  16

　雲南市内において、映画『たたら侍』の本格撮影に向けた安全祈願祭が行われました。
　祈願祭には、錦

にしこおり

織良
よし

成
なり

監督や主演の青
あお

柳
やぎ

翔
しょう

さん（劇団 E
エグザイル

XILE）ら関係者が出席し、撮影の安全祈願を行いました。
　映画『たたら侍』は、奥出雲地方に伝わる古代製鉄法「たたら吹き」技術を持つ職人の長男を主人公に繰り広

映画『たたら侍』安全祈願祭

主演の青柳翔さん

げられる時代劇です。
　今後、雲南市内をはじめとする島根県内外で撮影
が行われ、平成28年完成予定です。
　雲南市は、映画『たたら侍』支援自治体連絡会に
参画し、映画を通じた地域振興のため、広域連携に
よる情報発信に取り組んでいます。
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　「親子バスケットボール教室」がＮ
エヌピーオー

ＰＯ法人 Y
ゆ

u－
ー

G
が く

aku 加茂スポーツクラブ（理事長 深
ふか

田
だ

徳
のり

夫
お

さん）の主催に
より、大東町久野地区において開催されました。
　教室には、日本プロバスケットボールリーグで活躍する島根スサノオマジックから曳

ひき

野
の

康
やす

久
ひさ

選手や山
やま

本
もと

エドワー
ド選手、末

すえ

松
まつ

勇
はや

人
と

ゼネラルマネジャー、折
おり

田
た

知
ち

優
ひろ

トレーナーを招き、市内から小学生親子約50人が参加しました。

島根スサノオマジック選手から
バスケットボール指導！

８
  23

　この教室の開催は３年目で、今回はス
ポーツと地域の好循環を目的に久野地区振
興会の協力によって行われました。同地区
では小学校が閉校になっており、地域に
トップアスリー卜を招き、地域資源を活か
したイベントを開催することで、広域的に
人が集まり、地域の魅力を発信する機会に
もなりました。
　参加者は、かみくの桃源郷の清流の館で
地域食材たっぷりの弁当を食べながら選手
の話を聞き、旧久野小学校体育館でバス
ケットボールの指導を受け、プロ選手たち
と身近に交流し、親子で楽しいひとときを
過ごしました。

うんなん

参加者全員での集合写真

曳野選手から指導を受ける参加者

　木次町内の中央線の会（代表世話人 山
やま

本
もと

清
きよ

治
はる

さん）、参
さん

志
し

会
かい

（会長 渡
わたなべ

部徳
のり

幸
ゆき

さん）、正
しょう

理
り

自治会（自治会長 小
こ

林
ばやし

利
とし

春
はる

さん）の３団体が長年にわたる道路や河川のゴミ拾い、草刈りおよび植栽管理などの美化活動の功績が

長年にわたり美化活動にご尽力いただいています
８
  26

認められ、島根県主催の『みんなで守り育てるしまねの道と川の
愛護活動』の県知事表彰を受賞されました。

　受賞内容は下記のとおりです
　道路・公園部門

中央線の会（木次町下熊谷）
市道下熊谷中央線において、サルビア、パンジーなどの花

か

卉
き

を栽培したプランターの設置や清掃活動の実施により、道路
および地域の環境美化に貢献されました。

　河川・砂防部門
参志会（木次町西日登）
斐伊川河川敷の草刈りや清掃活動の実施により、河川および
地域の景観保全や環境美化に貢献されました。

正理自治会（木次町上熊谷）
「桜とあじさいの郷正理」をキャッチフレーズに、斐伊川河
川敷の草刈り、桜の保育管理およびあじさいの植栽により、
地域の環境保全とまちづくりに貢献されました。

左から参志会 毛
もう

利
り

俊
しゅん

司
じ

副会長、渡部会長、溝口知事、正理自治会 小林自治会長

知事から表彰を受ける中央線の会

山本代表
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雲南市種
しゅ
牛
ぎゅう
共進会が

盛大に開催されました！
９
  ３

　種牛共進会が市内から16頭の愛牛を出品いただき、大東畜産検査場で開催されました。審査の結果、次の６頭
が特選賞に決まりました。

特選賞首席　　渡
わたなべ

部　晴
はる

夫
お

さん（吉田町）　　しげはな号　
特選賞二席　　荒

あら

木
き

　和
かず

行
ゆき

さん（大東町）　　しらたか号　
特選賞三席　　中

なか

西
にし

　康
こう

一
いち

さん（大東町）　　ながふくわか号
特選賞四席　　錦

にしこおり

織　邦
くに

男
お

さん（吉田町）　　よしひさ２号
特選賞五席　　山

やま

根
ね

　　茂
しげる

さん（木次町）　　ふく号
特選賞六席　　角

つの

折
おり

　羊
よう

子
こ

さん（三刀屋町）　ながさき１の１号

９
  ４

　掛合町の加
か

藤
とう

ハリノさん（102歳）が「しまね健康超寿者表彰」を受賞され、溝
みぞ

口
ぐち

善
ぜん

兵
べ

衛
え

島根県知事が加藤さ
ん宅を訪問し、表彰状と記念品を贈られました。
　この表彰は、県内の100歳以上の方で、心身共に健康で、社会との関わりを持ちながら元気に生活されている

102 歳毎日元気です！

溝口知事に手芸作品を手渡す加藤さん

ハリノさんを囲むご家族と溝口知事

　特選賞の６頭は、10月10日（土）に松江市宍道町の島
根中央家畜市場で開催される島根県種

しゅ

畜
ちく

共進会へ出品さ
れます。

前列左より渡部さん、荒木さん、中西さん、錦織さん、山
根さん、角折さん、後列左よりJAしまね内田雲南地区本
部長、藤井副市長、渡部和牛改良組合長

方を「しまね健康超寿者」として称えるものです。
　加藤さんは、身の回りのことは自分でされ、毎日、新聞を読ん
だり、趣味の手芸に親しんでおられます。溝口県知事に手芸作品
のほか、ご自身の人生を謳

うた

った自作の歌詞を披露されました。

特選賞首席を受賞した「しげはな号」と渡部さん
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９
  ６

　スポーツ少年団創設50周年記念式典が三刀屋文化体育館アスパルにおいて行われました。
　式典では、日ごろの優れた活動の功績が認められ、雲南市から下記の団体・個人が顕

けん

彰
しょう

されました。

スポーツ少年団創設50周年！

日本スポーツ少年団顕彰
○市区町村スポーツ少年団
　雲南市スポーツ少年団（本部長 亀

かめ

山
やま

幹
みき

生
お

さん）
○登録指導者
　野

の

々
の

村
むら

一
かず

巳
み

さん（大東西野球スポーツ少年団）

　式典後には、東洋大学法学部准教授 土
つち

江
え

寛
ひろ

裕
やす

さん（出
雲市出身、アテネオリンピック４×100mリレー４位入賞）
に「スポーツから学んだこと～夢をあきらめない～」と題
し、基調講演をしていただきました。
　また、人間性豊かな青少年を育成するため行われた島根
県スポーツ少年団創設50周年記念事業における作品募集で
受賞された下記の団員へ表彰状と記念品が贈られました。

unnan

市
長
コ
ラ
ム

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
の
一
層
の
推
進
を

　
こ
の
度
、
平
成
27
年
度
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰

に
お
い
て
、
雲
南
市
の
地
域
自
主
組
織
に
よ
る
「
課
題
解
決
型
の

住
民
自
治
（
小
規
模
多
機
能
自
治
）」
の
取
り
組
み
が
、
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
過
疎
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
み
、
優
れ
た
成
果
を
上
げ
、
過
疎
対
策
の
先
進
的
・
モ
デ
ル

的
事
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
全

国
に
先
駆
け
て
実
践
し
て
き
た
「
地
域
自
主
組
織
に
よ
る
小
規
模

多
機
能
自
治
」
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
雲
南
市
で
は
、
こ
の
小
規
模
多
機
能
自
治
を
、
地
方
創
生
を
実

現
す
る
た
め
の
総
合
戦
略
の
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
て
お
り
、
一

層
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
市
内
各
地
の
地
域
自
主
組
織
で
様
々
な
活
動
を
実
践
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
皆
様
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
こ
の
機
会
を
有

効
に
活
用
し
て
全
国
各
地
の

自
治
体
と
共
に
小
規
模
多
機

能
自
治
の
推
進
に
邁
進
す
る

所
存
で
す
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
10
月
８

日
（
木
）、
９
日
（
金
）
に

高
松
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

太田国土交通大臣に雲南市の取り組みを説
明する速水市長

顕彰を受ける亀山本部長

基調講演していただいた土江さん

最優秀賞を受賞した小野さん

本部長賞を受賞した永井さ
ん

最優秀賞
　　　　　　　小

お

野
の

正
まさ

之
の

助
すけ

さん（加茂Ｂ
ビー

&
アンド

Ｇ
ジ ー

レスリングクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ少年団）
　　　　　　　作品名「誰にも俺を止められない。アンストッパボー！」

本部長賞
　　　　　　　永

なが

井
い

宏
ひろ

樹
き

さん（大東ジュニアフットボールクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ少年団）
　　　　　　　作品名「あく手」
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雲南病院だより

　小児科前フロアに
は、古典技法研究会の
皆さんの作品が展示し
てあります。

　玄関ロビーには、大東おり
づる会の皆さんによる展示が
行われています。
　９月からは美しい山村の稲
刈り風景です。

　院内には地域の皆さんのご協力により、様々な作品展示を行っています。
　皆さんぜひご覧ください。

　
病
院
祭
の
最
後
は
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
病
院

職
員
に
よ
る
恒
例
の
安
来
節
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
も
看
護
師
や
事
務
職
員
チ
ー
ム
に
よ
る

銭
太
鼓
、
医
師
チ
ー
ム
に
よ
る
ど
じ
ょ
う
す
く
い

踊
り
で
、
会
場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　
催
し
物
会
場
で
は
、
職
員
が
自
分
た
ち
の
仕
事

を
生
か
し
た
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
医
師
に
よ
る

縫
合
体
験
や
内
視
鏡
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
看
護
師
に

よ
る
白
衣
試
着
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
真
剣
な
姿
や
嬉
し
そ
う
な
顔
が
見
ら
れ
、
職

員
に
と
っ
て
も
心
和
む
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
院
内
音
楽
サ
ー
ク
ル
„
サ
ウ
ス
・
ク
ラ

ウ
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＂
の
突
撃
ラ
イ
ブ
、
栄
養

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
お
薬
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
脳
年
齢

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
病
院
各
部
署
の
紹
介
、

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
紹
介
や
雲
南
市
内

サ
ー
ク
ル
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た

今
年
は
大
東
高
校
と
三
刀
屋
高
校
か
ら
雲
南
病
院

に
医
療
現
場
体
験
と
し
て
参
加
し
た
学
生
の
学
び

報
告
も
展
示
し
ま
し
た
。

　
屋
外
展
示
会
場
で
は
、
救
急
車
の
展
示
と

Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
急
性
期
に
活
動
で
き
る
機
動
性

を
持
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療
チ
ー

ム
）
の
活
動
紹
介
を
行
い
、
救
急
車
は
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
で
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
に
関
す
る
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
医
療
を

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
す
べ

て
の
ス
タ
ン
プ
が
揃
う
と
記
念
品
が
も
ら
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
親
子
で
頑
張
る
姿
が
見
ら
れ
、
と

て
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　「
地
域
に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る

病
院
」
と
し
て
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
こ
の

ま
ち
で
と
も
に
生
き
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夜明け

石
いしはら

原 佑
ゆ う じ

次さん

藤の花

藤
ふじはら

原 陽
よ う こ

子さん

稲刈り
大東おりづる会

　内科前フロアには、
木次写真クラブの皆さ
んの写真が展示してあ
ります。

▲三刀屋高校のボランティアの皆
さん

▲Ｂ
ビー

Ｌ
エル

Ｓ
エス

（一次救命処置）体験の様子

▲屋外展示会場で救急車は子どもた
ちに大人気でした

▲看護師や事務職員チー
ムによる銭太鼓の様子

展示
コーナ

ーの紹介
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　
９
月
５
日
（
土
）、
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
回
目
の
今
祭
は
„
こ
の
ま
ち
で
と
も
に
生
き
て

い
こ
う
！
～
あ
た
た
か
い
手
と
目
で
ま
も
る
～
＂

を
テ
ー
マ
に
、
院
内
外
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作

り
の
催
し
物
を
行
い
、
総
勢
４
０
０
人
以
上
の
方

に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
院
内
保
育

所
„
ほ
た
る
キ
ッ
ズ
＂の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
し
、

元
気
な
遊
戯
を
披
露
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
続
く
、
基
調
講
演
で
は
、
津
和
野
共
存
病
院
副

院
長 

飯い
い

島じ
ま

献け
ん

一い
ち

さ
ん
に
『
認
知
症
と
上
手
に
つ

き
あ
う
た
め
に
～
地
域
包
括
ケ
ア
と
看
取
り
の
文

化
～
』と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
ど
の
よ
う
な
症

状
が
現
れ
る
の
か
？
と
い
う
こ
と
か
ら
、
認
知
症

の
原
因
や
主
な
疾
患
な
ど
、
大
変
わ
か
り
や
す
く

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
メ
イ
ン
会
場
で
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
熱
響
Ｕう

ん

な

ん

Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
～
雲

南
あ
ち
こ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
～
と
の
共
催
で
島
根
大

学
声
専
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
Ｐピ

ー
エ
ルＬ
島
根
Ｍエ

ム

Ｂビ
ー

Ａエ
ー

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
病
棟
（
病
状
が
安

定
し
て
い
る
要
介
護
の
方
に
、

療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学

的
管
理
下
で
の
介
護
や
機
能
回

復
訓
練
な
ど
の
医
療
を
行
う
施

設
）
で
は
、
院
内
保
育
所
「
ほ

た
る
キ
ッ
ズ
」
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
の
機
会
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
一
つ
、
病
棟
で
の
誕
生

日
会
で
は
、施
設
利
用
者
が「
ほ

た
る
キ
ッ
ズ
」
に
通
う
子
ど
も

た
ち
か
ら
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
受
け
取
り
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
生
き
生
き
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
魚
釣
り
ゲ
ー

ム
や
か
き
氷
作
り
な
ど
賑

や
か
な
催
し
も
行
い
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
病

棟
に
響
き
渡
る
楽
し
い
一

時
に
な
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
子
ど

も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
は

単
調
な
毎
日
の
中
で
と
て

も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中

に
は
初
め
て
高
齢
者
の
方

と
ゆ
っ
く
り
触
れ
合
っ
た

子
ど
も
も
居
た
よ
う
で

す
。
高
齢
の
利
用
者
に
対
し
、

始
め
は
驚
い
た
様
子
を
見
せ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
触
れ
合

う
機
会
を
重
ね
る
う
ち
に
子
ど

も
な
り
に
相
手
を
大
切
に
す
る

心
が
態
度
と
し
て
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昔
は
当
た
り
前
に
あ
っ
た
異

世
代
間
の
交
流
で
す
が
、
今
の

時
代
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ふ
れ
あ
い
病
棟
で
は
こ
の

よ
う
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
大

切
に
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
5
回 
雲
南
市
立
病
院
祭
を
開
催
し
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
病
棟
～
多
世
代
交
流
～

▲津和野共存病院　飯島副院長による基調講演
の様子

▲病院ボランティアと病院職員による恒例の安来節ショーの様子

▲ＰＬ島根ＭＢＡバトントワリングショーの様子

▲院内保育所“ほたるキッズ”の子どもたちに
よるオープニングセレモニーの様子
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７
月
25
日
（
土
）、
ビ
ッ

グ
ハ
ー
ト
出
雲
（
出
雲
市
）

で
「
第
9
回
島
根
看
護
学
術

集
会
（
学
術
集
会
と
は
看
護

実
践
、
看
護
研
究
、
看
護
教

育
等
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
交

え
、
活
発
な
議
論
を
行
う
研

鑽
の
機
会
）」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
看
護
研
究
は
、
看
護
ケ
ア

の
質
を
高
め
、
看
護
サ
ー
ビ

ス
等
の
変
革
に
欠
か
せ
な
い

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

島
根
県
内
か
ら
26
題
の
発
表

が
あ
り
、
雲
南
市
立
病
院
か

ら
も
2
階
病
棟
と
4
階
西
病

棟
の
看
護
師
が
2
題
（
口
演

１
題
、
示
説
1
題
）
発
表
し

ま
し
た
。

　
看
護
部
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
で
看
護

研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
高
い
向

上
心
を
も
ち
な

が
ら
、
よ
り
良

い
看
護
を
提
供

し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
雲
南
市
立
病
院
で
は
、
学
校
が
夏
休
み
の
期
間
に
学
生

の
医
療
現
場
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
市
内
外
の
多
く
の
学
生
が
体
験
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『
体
験
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た

こ
と
は
何
で
し
た
か
？
』

・
看
護
師
さ
ん
が
患
者
さ
ん
と
話
を

し
な
が
ら
身
支
度
を
手
伝
っ
て
お

ら
れ
た
時
、
患
者
さ
ん
が
「
い
つ

も
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
、
こ

の
よ
う
な
風
に
患
者
さ
ん
と
の
距

離
が
近
く
て
患
者
さ
ん
を
笑
顔
に

で
き
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。�

（
高
校
２
年
生
）

・
一
人
ひ
と
り
が
単
独
で
動
く
の
で

は
な
く
、
多
職
種
が
協
力
し
て
一

人
の
患
者
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
る

の
が
印
象
深
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

が
チ
ー
ム
医
療
か
と
感
じ
ま
し

た
。�

（
高
校
２
年
生
）

・
看
護
師
さ
ん
が
、「
患
者
さ
ん
と

よ
く
話
を
す
る
医
師
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
医
師
を
め
ざ
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（
高
校
２
年
生
）

・
リ
ハ
ビ
リ
の
体
験
で
は
、
職
員
の

方
の
患
者
さ
ん
へ
の
接
し
方
が
と

て
も
上
手
だ
と
思
い
ま
し
た
。
病

気
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
を
見

て
、
症
状
を
考
え
、
判
断
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。�

（
中
学
２
年
生
）

　
体
験
終
了
後
に
は
、
病
院
職
員

と
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
体
験
で
感
じ
た
事

を
大
切
に
し
な
が
ら
自
分
の
将
来

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
体
験
が
あ
り
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

医
療
現
場
体
験

▲８月４日メディカルアカデミー参加者の集合写真
　オール島根が集合したことを表す意味で、左手を島根県の形に見立てています

▲エコー検査を体験している様子▲患者さんの足のケアを行っている様子

受け入れ実績
　・７月29日（水）　助産師体験（市内外の高校生２人）
　・７月30日（木）　夏季高校生医療現場体験セミナー（市内外の高校生16人）
　・８月 ４日（火）　メディカルアカデミー（島根県内の中学生15人）
　・８月18日（火）　中学生地域医療現場体験（市内外の中学生７人）

第 9 回 島根看護学術集会に
参加しました

※
当
院
で
は
、
地
域
医
療
人
育
成
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
医

療
を
身
近
に
感
じ
、興
味
・
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
中
高
生
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
の
医
療
人
は
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
当
院
の
思
い
が
、
少
し
で
も
学

生
の
皆
さ
ん
の
心
に
響
い
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

参
加
学
生
の
声
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問い合わせ　　雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

１０ ・ １１ ・ １２月の開催日 （毎月第２ ・ 第４金曜日）

　１０月　９日 （金） ・ ２３日 （金）

　１１月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

　１２月１１日 （金） ・ ２５日 （金）

時　間 ： １３ ： ３０～１５ ： ３０

場　所 ： 雲南市立病院　南棟２階　ドック検診室

展示コーナー　～こども絵画教室～

　毎年11月には「全国糖尿病週間」が定められており、糖尿病についての正しい知識を広め、糖尿病を
予防していくことを目的に各地でさまざまな行事が行われています。
　島根県糖尿病協会では、東部と西部の２ヵ所で行事を行っています。今年度は、東部地区の行事を雲南
市立病院の糖尿病患者会「雲南友の会」が担当して開催することになりました。
　糖尿病の方に限らず、広く市民の方に参加いただき、この機会に糖尿病について正しい知識を得られ、
病気を予防し「まめ（健康）で長生き」をめざしていただきたいと思います。
　多くの方の参加をお待ちしています。
　参加を希望される方は11月5日（木）までに雲南市立病院保健推進課へ申し込みください。

第51
回全国糖

尿病週間行事を開催します。

日　時　11月15日（日）　13：00～ 15：00（受付：12：00～）
場　所　三刀屋文化体育館アスパル　小研修室
講　演（13：50～）
　　　　大國内科クリニック院長　大

おおぐに
國智

さと し
司さん

　　　　演題「糖尿病はぜいたく病？あなたは本当にぜいたくして糖尿病になりましたか」
講演前のイベント
　　　　＊12：00～ 12：50

希望される方へ血圧・血糖測定、医師・看護師・管理栄養士・薬剤師による
健康相談を開催します。

　　　　＊13：10～ 13：40
　　　　　　椅子に座ってできる簡単なヨガを行います。
参加費　無料
申し込み・問い合わせ
　　　　雲南市立病院　保健推進課　〔TEL〕０８５４－４３－３６０２
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔FAX〕０８５４－４３－２５１０

第51回全国糖尿病週間行事を開催します
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愛
あ も

桃ちゃん（大東町大東）
平成 26年 10月 13日生まれ
1 歳おめでとう ^_^ 
大きくなったね 　これからも元
気いっぱいのあもちゃんでいてね

長は
せ
が
わ
谷
川
弘こ
う
じ治
さ
ん
・
文あ
や
か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 楓
かえで

ちゃん（加茂町延野）
平成 26年 10月５日生まれ
家族みんな、楓ちゃんの笑顔が大好
きだよ 　いっぱい食べて大きく
なーれ 　１歳おめでとう

平ひ
ら
い井
正ま
さ
み実
さ
ん
・
麻ま

い衣
さ
ん
の
お
子
さ
ん

宇
う た

太ちゃん（大東町田中）
平成 26年 10月４日生まれ
うたくん一歳おめでとう
我が家の癒し 　これからも素敵
な笑顔をたくさん見せてね

永な
が
せ瀬
吉よ
し
ひ
ろ博
さ
ん
・
真ま

き紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

篤
あ つ と

人ちゃん（大東町田中）
平成 26年 10月５日生まれ
あっちゃん１歳おめでとう☆　毎日
よく笑ってくれるね 　姉兄に負けな
い、強くたくましい子に育ってね

狩か
り
の野

　徹と
お
るさ
ん
・
美み

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

楓
ふ う ま

真ちゃん（木次町寺領）
平成 26年 10月 30日生まれ
楓ちゃん Happy Birthday 　生まれて
来てくれてありがとう 　笑顔がステキ
な楓ちゃん、元気で大きくなってね

米よ
ね
だ田

　稔み
の
るさ
ん
・
由ゆ

み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

11月で満１歳（平成26年11月生まれ）のお子さんを募集！
　①写真、②お子さんの名前（ふりがな）、③お子さんの誕生日、④ご両親の名前（ふりがな）、⑤住所、⑥電話番号、

　⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで10月５日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

未
み く

空ちゃん（加茂町加茂中）
平成 26年 10月２日生まれ
１歳の誕生日おめでとう 　未空
に家族みんなが元気をもらってる
よ 　すくすく大きくなってね

波は

た

の
多
野
達た
つ
ひ
さ久
さ
ん
・
真ま

り理
さ
ん
の
お
子
さ
ん

わが家のわが家のわが家の
おめでとうおめでとう

10月で満１歳満１歳満１歳
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　「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
と
試
合
に
勝
つ

た
め
の
競
技
力
の
向
上
を
連
想
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、本
来
の
ス
ポ
ー

ツ
は
、「
気
晴
ら
し
を
す
る
、
遊
ぶ
、
楽

し
む
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
気
温
が
下
が
り
、
身
体
を
動

か
し
や
す
い
時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

気
晴
ら
し
に
楽
し
く
、
継
続
で
き
る
も
の

か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

う
ん
な
ん
健
康
都
市
宣
言
　

「
か
な
え
ま
す
　無
理
せ
ず
で
き
る

運
動
習
慣
」

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　
こ
の
10
月
か
ら
国
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
庁
」

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
策
は
こ

れ
ま
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
文
部
科
学
省
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
厚
生
労
働
省
な
ど
、

複
数
の
省
庁
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
設
置
に
よ
り
そ
れ
ら

を
一
元
化
し
、
総
合
的
に
ス
ポ
ー
ツ
行
政

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
は
じ
め
と
す
る
旧
来
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
健
康
増
進
や
高
齢

者
・
障
が
い
者
福
祉
、
運
動
公
園
整
備
な

ど
も
担
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
獲
得
メ
ダ
ル
を
増
や
す

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活

の
一
部
と
し
て
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し

て
い
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
た
く
な

る
公
園
や
歩
道
を
設
置
す
る
な
ど
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
普
段
ス
ポ
ー
ツ
や
身
体

を
動
か
す
機
会
の
な
い
人
で
も
運
動
す
る

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　雲南市は、「第３次雲南市健康増進実施計画」に基づき、誰もが生涯
健康でいきいきと生きがいをもって暮らせるまちづくりを達成するため
に、「雲南市健康づくり推進協議会」を中心に活動をしています。
　今年度より各専門部会に、学校や職場、医療機関、市民団体などの健
康づくりを支える団体に参画していただき、ライフステージに沿った活
動を展開しています。母子保健を検討する「すくすく部会」では、メディ
ア対策に取り組むことになりました。皆さんもお子さんとメディア（テレビ、DVD、スマートフォン、パ
ソコンなど）との付き合い方を考えてみませんか。

１歳６ヵ月児と３歳児の就寝・起床時間について

21時までに就寝する
児の割合（３歳）

７時30分までに起床
する児の割合（３歳）

21時までに就寝する
児の割合（１歳６ヵ月）

　Ｈ25　　Ｈ26

11.0％
7.38％

21.8％
22.0％

90.8％
88.3％

１歳６ヵ月児と３歳児 テレビ、ＤＶＤの
視聴が１日１時間未満である児の割合

　Ｈ25　　Ｈ26

65.8
73.1

１歳６ヵ月健診 ３歳児健診

％
100

50

0

46.4
40.9

【島根県母子保健集計システムより】

122

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

98

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
設
置
さ
れ
ま
す
！

ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に

ス
ポ
ー
ツ
で
気
晴
ら
し
を
！

“まめなかね！ 健康都市うんなん” をめざします！

早寝早起きは、よい
生活習慣の基本です。
21時までに寝る子ど
もは少ないです。

メディアとの接触
は、３歳になると増
えるようです。



22市報うんなん  No.131

　今月はハロウィーンです。日本
では近年人気が高まっています
が、いったいどのような歴史を
持っているのか概要をお話しした
いと思います。

　約2000年前にケルト族という民族が主に現在の
アイルランドとスコットランドにいました。彼らは
10月31日にサムハインという日を祝いました。こ
れは、新年の始まりである「冬」の11月1日を迎え
る祭りで、1年の終わりと共に夏の収穫を祝う日で
もありました。また、日本のお盆のように先祖がこ
の世に戻ってくる日でもありました。そして様々な
習慣が発展してきました。
　ひとつとして、戻ってくる先祖たちを祝福するた
めに食べ物を供えました。そうしないと冬がもっと
大変だと信じていたようです。

　17世紀になって、人が仮装して家々を巡り、食
べ物の代わりに歌や詩を詠んだと言われています。
それは部分的に今現在仮装することにつながってい
ます。子どもたちが飴をもらいにいくこともこれが
由来という説もあります。
　元々仮装は幽霊などを真似るためでしたが、だん
だんと変わり、好きなキャラクターとして仮装する
人が増えてきました。
　私は子どもの頃から毎年友達と一緒に仮装して飴
をもらいに家々を
回りました。欧米
の人も同じだと思
います。
　今回はとても
ざっくりした話で
したが、実際の歴
史はもっと複雑で
す。ハロウィーン
の由来をぜひ調べ
てみてください。

第６回目は 芝
しば

 由
ゆ き こ

紀子 さん（幸雲南塾３期生）です。

～言葉や文化の違いを超えて共に楽しく暮らすまちを～

−ご夫婦で雲南市にＩターンされたんですね。
　夫は韓国のソウル市、私は神奈川県の出身です。平成24
に夫が雲南市の国際交流員として仕事をすることになり、そ
れまで住んでいた韓国を離れて雲南市に来ました。

−活動を始めたきっかけを教えてください。
　初めは日韓交流だけを考えていたのですが、雲南市に来て多
くの方にお世話になり、よくしていただくうちに「地域のため
に何かしたい」という気持ちが自然と芽生えてきました。外国
人支援については、楽な活動でないのはよく分かっていただけ
に、自分が直接取り組むつもりはなかったのですが、雲南市に
は他の自治体にあるような外国人のコミュニティや支援団体が
なかったので、何かしなければと思い始めました。

−幸雲南塾と出会うきっかけは何でしたか？
　平成25年に幸雲南塾２期生の発表会に行く機会がありま
した。取り組み自体は素敵だと思いましたが、そのときは自
分が幸雲南塾に入ることになるとは思いませんでした。そう
いう中で少しずつ外国人支援の活動を始めたものの、なかな
か積極的になれませんでした。幸雲南塾に入り、「外国人支
援の活動に取り組む」と宣言し、自分自身を追い込もうと思
い３期生に応募しました。

−現在はどんなことをしていますか？

　「U
う ん な ん

NNAN多文化まちづくりカフェ」という市民団体を立
ち上げて、異文化体験教室やインターナショナル子育てサー
クル、外国人サポートなどを行っています。特に外国人同士
の新しいつながりをつくりたいと思っています。外国から雲
南市へ転入してきたときに、同じ国の出身の方に母国語で生
活や子育て、学校に関して質問することができればとても安
心だと思うからです。今後は、外国にルーツのある子どもた
ちが、自分のルーツを素敵だと感じられるような活動も増や
していきたいです。子どもたちが夢や希望を持って成長でき
るよう、幼児教育の段階からサポートしていくことが大切だ
と感じています。地域の皆さんが私たちの活動を応援してく
ださり、イベントなどでも協力をしてくださるので、とても
活動しやすいと感じています。

うん、なんでしょ
う国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello Everyone

こんにちは、ダニエルです。

市が毎年実施している若者チャレンジ支援『幸雲南塾』の塾生を紹介する

未来をつくる若者チャレンジ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

　
銅
鏡

　
深ふ

か

田だ

義よ
し
た
か隆

さ
ん（
大
阪
府
堺
市
）

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　
田た

辺な
べ

誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
兵
庫
県
明
石
市

）

　
宮み

や
ざ
こ廻

　
直な

お
ゆ
き幸

さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市

）

　
石い

し
は
ら原

　
英ひ

で

樹き

さ
ん（
加
茂
町
）

　
高た

か
は
し橋

　
　
潮

う
し
お

さ
ん

（
奈
良
県
北き

た
か
つ
ら
ぎ

葛
城
郡
河
合
町
）

　
勝か

つ

部べ

創そ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
東
京
都
大
田
区

）

　
田た

な

部べ

　
庫く

ら

利と
し

さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎
市

）

　
寺て

ら

地ち

タ
マ
エ
さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市

）

　
藤ふ

じ
は
ら原

　
好よ

し

正ま
さ

さ
ん（
大
阪
府
豊
中
市

）

　
奥お

く

田だ

　
静し

ず

枝え

さ
ん（
兵
庫
県
尼
崎
市

）

　
玉た

ま

木き

　
俊と

し

雄お

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市

）

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
子
ど
も
家
庭
支
援
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
７

　
～
子
ど
も
達
に

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
～

表彰
状

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
叙
位
受
章

　
正
六
位

　
教
育
功
労
に
よ
り

故 

須す

山や
ま

清き
よ

子こ

さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
地
域
振
興
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
１
３

　
島
根
県
主
催
で「
教
育
×
移
住
」

を
テ
ー
マ
に
、
島
根
県
内
外
で
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
実
践
さ

れ
て
い
る
出
演
者
に
よ
る
、
各
自

の
取
り
組
み
の
発
表
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
16
日
（
金
）

　
13
時
か
ら
16
時
20
分
ま
で

（
開
場
は
12
時
30
分
）

【
場
所
】

　
松
江
テ
ル
サ
　
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

【
定
員
】
４
０
０
人

※ 

入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
主
催
】

　
島
根
県
お
よ
び(

一
財)

地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　(

一
財)

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　

　☎
０
３-

５
２
０
２-

０
７
５
５

　
FAX
０
３-

５
２
０
２-

０
７
５
５

● 

同
時
開
催
事
業
と
し
て
翌
日
は

「
教
育
×
移
住
（
地
方
創
生
）」

先
進
地
視
察
ツ
ア
ー（
雲
南
市
）

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

information

地
方
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
島
根

　
樋ひ

口ぐ
ち

　
洋よ

う

子こ

さ
ん（
大
阪
府
茨
木
市

）

　
木き

﨑ざ
き

　
純す

み

子こ

さ
ん（
大
阪
府
箕み

の

面お

市

）

　
須す

山や
ま

　
篤あ

つ

志し

さ
ん（
京
都
府
京
都
市

）

　
桐き

り
や
ま山

あ
い
子こ

さ
ん（
京
都
府
京
都
市

）

　
藤ふ

じ

田た

ヨ
シ
コ
さ
ん

（
愛
知
県
知ち

た多
郡
武た

け
と
よ豊

町
）

　
白し

ら
つ
き築

　
一か

ず
の
り則

さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市

）

　
小お

汀ば
ま

　
久ひ

さ
て
る輝

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市

）

　
熱あ

つ

田た

　
義よ

し

男お

さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市

）

　
前ま

え
じ
ま島

　
明あ

き

枝え

さ
ん（
大
阪
府
堺
市
）

　
木
村
製
作
所
　
木き

村む
ら

正ま
さ

美み

さ
ん

（
大
阪
府
大
阪
市
）

　
竹た

け
し
た下

　
　
賢

ま
さ
る

さ
ん（
大
阪
府
和
泉
市

）

　
深ふ

か

田だ

　
義よ

し
た
か隆

さ
ん（
大
阪
府
堺
市
）

　
飯い

い
つ
か塚

　
征い

く
ろ
う郎

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市

）

　
堀ほ

り

江え

　
　
功こ

う

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区

）

　
江え

川が
わ

　
和か

ず

子こ

さ
ん（
神
奈
川
県
川
崎
市

）

　
深ふ

か

田だ

　
恭き

ょ
う
じ司

さ
ん（
神
奈
川
県
川
崎
市

）

　
高た

か
は
し橋

　
敏と

し

夫お

さ
ん（
埼
玉
県
草
加
市

）

　
爲た

め
い
し石

　
鋭え

い

二じ

さ
ん（
東
京
都
西
東
京
市

）

　
森も

り
や
ま山

　
伸の

ぶ

夫お

さ
ん（
神
奈
川
県
相
模
原
市

）

　
勝か

つ

部べ

　
恒つ

ね

夫お

さ
ん（
茨
城
県
水
戸
市

）

information

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　
里
親
と
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
を
自
分
の
家
へ
迎
え
入
れ
、
家

庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め

て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、
月
に

１
～
２
回
程
度
、
主
に
土
日
や
長

期
休
み
中
に
数
日
間
と
い
っ
た
短

期
間
の
家
庭
生
活
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
方
も
求
め
て
い
ま

す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
出
雲
児
童
相
談
所
　

☎
０
８
５
３-

21-

０
０
０
７

　
情
報
政
策
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
１
５

　
今
年
度
の
市
政
懇
談
会
は
、
７

月
７
日（
火
）か
ら
８
月
17
日（
月
）

に
か
け
て
市
内
６
会
場
で
開
催

し
、
約
４
５
０
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
は
、
各
種
施
策

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
市
政
懇
談
会
の
報
告
書

は
、
ま
と
ま
り
次
第
、
各
地
域
自

主
組
織
お
よ
び
自
治
会
へ
送
付
し

ま
す
。

　
併
せ
て
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
で

information

市
政
懇
談
会
へ
の
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

縦
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。
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健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
５

　
お
口
の
中
の
状
態
や
噛
み
く
だ

く
、
飲
み
込
む
、
話
す
な
ど
の
口

腔
機
能
や
栄
養
状
態
を
把
握
し
、

健
康
と
生
活
機
能
の
維
持
増
進
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】

　
今
年
度
76
～
80
歳
に
な
ら
れ
る

方
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
～
昭
和

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

【
費
用
】
無
料

【
期
間
】

　
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
12
月
31

日
（
木
）
ま
で

※ 

受
診
方
法
な
ど
詳
細
は
、
別
途

対
象
者
の
方
へ
個
別
通
知
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
５

　
市
で
は
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な

成
長
・
発
達
を
支
援
す
る
た
め
、

頑
張
っ
て
子
育
て
し
て
い
る
親
子

の
現
状
を
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
く
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
、

お
孫
さ
ん
を
み
て
お
ら
れ
る
方
な

ど
、
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
、
一
緒

に
う
ん
な
ん
の
子
育
て
を
応
援
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

　
11
月
19
日
（
木
）

　
10
時
か
ら
11
時
40
分
ま
で

【
場
所
】

　
雲
南
市
役
所
（
新
庁
舎
）
２
階

会
議
室

information

後
期
高
齢
者

歯
科
口
腔
健
診

【
講
師
】

　
臨
床
心
理
士
　
岡お

か
も
と本

　
庸よ

う

子こ

氏

【
演
題
】

　
地
域
で
子
育
て
を

応
援
す
る
た
め
に
は

【
対
象
】

　
地
域
に
お
い
て
子
育
て
支
援
に

興
味
の
あ
る
方
、
お
孫
さ
ん
を
み

て
お
ら
れ
る
方

【
定
員
】
30
人
程
度

【
申
込
締
切
】

　
11
月
12
日
（
木
）

information

う
ん
な
ん
子
育
て

講
演
会

・個人市県民税（第３期）
・国民健康保険料（第４期）
・後期高齢者医療保険料（第４期）

10月の税金

期限は
月 211 日(月)

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
３

 

ど
ん
な
こ
と
が
高
齢
者
虐
待
な

 

の
？

○ 

身
体
的
虐
待

：

た
た
く
、
つ
ね

る
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど

○ 

心
理
的
虐
待

：

暴
言
、
無
視
な

ど
○ 

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）

：

食
事
を
与
え
な

い
、
入
浴
さ
せ
な
い
、
必
要
な

介
護
や
世
話
を
し
な
い
な
ど

○ 

経
済
的
虐
待

：

日
常
生
活
に
必

要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
使
わ

せ
な
い
な
ど

○ 

性
的
虐
待

：

性
的
な
嫌
が
ら

せ
、
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど

こ
ん
な
こ
と
も
「
虐
待
」
で
す
！

○ 
行
動
を
制
限
す
る
た
め
、
鍵
を

か
け
て
部
屋
に
閉
じ
込
め
る

○ 

年
金
や
預
貯
金
を
勝
手
に
使
う

○ 

他
の
家
族
が
高
齢
者
に
虐
待
を

し
て
い
る
こ
と
を
放
置
す
る

○ 

排
泄
の
失
敗
や
介
助
の
た
め

に
、
下
半
身
を
裸
や
下
着
の
ま

ま
で
放
置
す
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

　
ま
ず
は
、
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
が
起
こ
っ
て
い
て

も
、
高
齢
者
、
家
族
に
「
虐
待
を

受
け
て
い
る
」「
虐
待
を
し
て
い

information

高
齢
者
虐
待
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

る
」
と
い
う
自
覚
が
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
で
、
虐
待
の
深
刻
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

連
絡
・
相
談
さ
れ
た
方
の
情
報

が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
止
す

る
に
は
、
高
齢
者
自
身
の
悩
み
や

家
族
の
介
護
上
の
不
安
・
不
満
等

を
解
消
、
軽
減
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ

と
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

専
門
機
関
を
活
用
し
て
高
齢
者
、

家
族
と
も
に
無
理
な
く
生
活
し
ま

し
ょ
う
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相
談
　

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）　

高
齢
者
虐
待
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
６

　
　
　
　
　
　（
24
時
間
対
応
）
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1818
毎月第３日曜日は 「うんなん家庭の日」です

うんなん家庭の日

社会教育課　   0854－40－1073

10月は 日

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
４

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

○ 

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

○ 

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

○ 

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

○ 

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助

※

成

○ 

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

お
よ
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ

の
助

※

成

★
エ
コ
住
宅
改
修
と
は
…

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

information

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
で
あ
る

窓
、
断
熱
材
を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
…

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
（
高
効
率

給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
、
節
湯

水
栓
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す

る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

28
年
２
月
29
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
　
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手
が
条
件
と

　
　
な
り
ま
す
。

information

耐
震
改
修
助
成

事
業

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
５

　
雲
南
市
で
は
、
地
震
に
弱
い
住

宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め

に
、
耐
震
診
断
・
補
強
計
画
・
改

修
工
事
・
解
体
工
事
に
対
し
て
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
制
度
説
明
や

耐
震
化
に
つ
い
て
学
ぶ
出
前
講
座

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
住
宅
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
階
数
が

２
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅
、
併
用

住
宅
（
住
宅
以
外
の
面
積
が
２
分

の
１
未
満
の
も
の
）、
長
屋
建
て

住
宅
ま
た
は
共
同
住
宅

information

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
10
月
５
日
（
月
）
か
ら
10
月
13

日
（
火
）　
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
10
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公

社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲

南
住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え

る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を

記
入
し
、
必
要
な
書
類
等
（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　 

（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
、
島
根
県
住

宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管
理
事

務
所
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
）

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

　
　（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１
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information

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

雲
南
出
張
相
談
会

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や

家
族
の
方
、
関
係
機
関
の
方
か
ら

の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
が
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
10
月
28
日（
水
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

information

information

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

・
面
接
会
in
雲
南

無
料
法
律
相
談
所

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７

　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
福
祉
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

を
対
象
と
し
た
福
祉
の
お
仕
事
に

関
す
る
相
談
会
お
よ
び
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
資
格
の
な
い

方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
、

　
雲
南
簡
易
裁
判
所

　
☎
０
８
５
４-

42-

０
２
７
５

　
弁
護
士
会
、
検
察
庁
お
よ
び
裁

information

行
政
書
士
無
料

相
談

　
島
根
県
行
政
書
士
会
雲
南
支
部

　
☎
０
８
５
４
‐
45
‐
２
８
４
７

　
島
根
県
行
政
書
士
雲
南
支
部
の

主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
行
政

書
士
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
10
月
８
日
（
木
）

　
10
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】

　
三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

【
相
談
内
容
】

　
建
設
業
許
可
、
農
地
法
許
可
、

法
人
設
立
、
相
続
遺
言
、
権
利
義

務
、
事
実
証
明
、
車
庫
証
明

【
そ
の
他
】

　
相
談
希
望
の
あ
る
方
は
、
事
前

に
住
所
、
氏
名
、
相
談
内
容
を
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
行
政
書
士
会
雲
南
支
部

（
宮
崎
行
政
書
士
事
務
所
）

☎
０
８
５
４-

45-

２
８
４
７

　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
か
ら
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　☎
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

たんぼの学校が開校！！
～棚田祭・収穫祭コース～

参加者募集

　日本の棚田百選に選ばれた「山王寺
の棚田」では、田んぼを学びと遊びの
場に活用しています。
　ご家族皆さんで参加ください。

【日　時】11月１日（日）9:30～15:00
【場　所】大東町山王寺地内
【定　員】30家族程度
　　　　 （定員になり次第締切ります）

【参加費】大人 1,000 円／人
　　　　 子ども（小中学生）無料

【問】農林土木課  ☎0854-40-1053

判
所
の
共
催
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

【
日
時
】

　
10
月
22
日
（
木
）

　
10
時
か
ら
12
時
ま
で

　
13
時
か
ら
15
時
ま
で

【
受
付
時
間
】

　
９
時
30
分
か
ら
14
時
30
分
ま
で

（
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
場
所
】

　
雲
南
簡
易
裁
判
所

（
木
次
町
木
次
９
８
０
番
地
）

【
相
談
内
容
】

　
土
地
、
建
物
、
金
銭
の
賃
借
、

公
害
、
交
通
事
故
、
夫
婦
親
子
、

相
続
お
よ
び
少
年
非
行
等
の
問
題

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
11
月
16
日
（
月
）

　
13
時
か
ら
15
時
ま
で

　
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル

小
ホ
ー
ル

広 告 枠

市報うんなん  No.131 26

行政相談のお知らせ
　行政相談制度は、国の役所の仕事などについて、苦情その他の相談や意見・要望を受け付け、公正・中立の
立場から必要なあっせんを行い、その解決を促進するとともに、これを行政運営の改善に役立てるものです。
　この制度について理解を深め、その利用を促進するため、毎年10月に「行政相談週間」を設けています。今
年の行政相談週間は、10月19日(月)から25日(日)までです。
　この週間に合わせて行政相談所を開設します。相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽に相談く
ださい。
 

【問】総務課　☎0854－40－1021

　
学
校
教
育
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
７
２

　
今
年
も
、『
夢
』
発
見
ウ
ィ
ー

ク
が
始
ま
り
ま
す
。

　『
夢
』
発
見
ウ
ィ
ー
ク
は
、
市

内
７
中
学
校
の
３
年
生
が
市
内
１

７
８
事
業
所
で
一
斉
に
行
う
職
場

体
験
学
習
で
す
。
事
業
所
へ
自
力

で
通
勤
し
な
が
ら
、
一
人
で
ま
た

は
他
校
の
生
徒
と
と
も
に
「
社
会

で
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
体
験
的

に
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　
実
際
に
働
く
人
た
ち
の
思
い
や

知
識
、
技
術
・
技
能
に
ふ
れ
、
そ

の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
「
勤
労
観
」
や
「
職
業

観
」
を
育
む
と
と
も
に
、
将
来
へ

の
「
夢
」
や
「
希
望
」、「
目
標
」

を
抱
き
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
意
欲

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
事
業
所
の

皆
さ
ん
か
ら
「
仕
事
へ
の
思
い
」

や
「
こ
れ
か
ら
の
夢
」
を
伝
え
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
中
学
生
の
雲

南
市
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
育
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
一
斉
に
職
場
体
験
学
習
を

実
施
す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
実

現
し
ま
せ
ん
。
雲
南
市
で
し
か
で

き
な
い
、
雲
南
市
だ
か
ら
こ
そ
で

information

『
夢
』発
見
ウ
ィ
ー
ク

（
中
学
３
年
生
職
場
体
験
学
習
）

中
学
生
が
働
き
ま
す

き
る
活
動
で
す
。

　
期
間
中
は
、
生
徒
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
く
事
業
所
の
前
に
の
ぼ

り
旗
を
設
置
し
ま
す
。
が
ん
ば
っ

て
い
る
生
徒
た
ち
へ
、
皆
さ
ん
の

温
か
い
励
ま
し
の
声
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
期
間
】

　
10
月
６
日
（
火
）
か
ら
10
月
８

日
（
木
）
ま
で

●行政相談所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開  設  場  所 開　　設　　日
大東総合センター １０月１４日（水）　　９：００～１２：００
加茂総合センター １０月２０日（火）　　９：００～１１：００
木次総合センター １０月２０日（火）　　９：３０～１１：３０
三刀屋総合センター １０月　８日（木）　　９：００～１２：００
吉田健康福祉センター １０月　８日（木）　 １０：００～１３：００
掛合体育館 １０月１４日（水）　 １３：００～１５：００

●行政相談に関する問い合わせ
　総務省島根行政評価事務所　行政相談課　☎０８５２－２１－３６３０

●行政相談委員（敬称略）

　大 東 町：塩
しお

野
の

　紀
き

富
とみ

　加 茂 町：井
い

田
だ

　敬
けいぞう

三
　木 次 町：木

き
色
いろ

　健
けん

二
じ

　三刀屋町：高
たか

尾
お

　正
まさはる

治
　吉 田 町：池

いけ
田
だ

　昭
あき

夫
お

　掛 合 町：阿
あ べ

部　俊
とし

宏
ひろ

雲南市

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

　
☎
０
８
５
４
‐
45
‐
２
１
１
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て

一
宮
自
主
連
合
会
に
太
鼓
と
法は

っ

被ぴ

を
整
備
し
ま
し
た
。
地
域
自
主
組

織
の
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

・
太
鼓
　
１
台
　
・
法
被
　
50
枚

※�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入
れ

る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地

域
自
主
組
織
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
た
め
、
地
域
自
主
組
織

等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
実
施
す
る
施
設
や

設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
う
も

の
で
す
。 information

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

ロコモ予防研修・まめなウォーカー交流会

　ウォーキングを通して健康づくりを進めていただいているまめなウォーカー
の交流として「ロコモ予防研修」と「ウォーキング」を行います。
　まめなウォーカー以外の方の参加も大歓迎です。一緒に楽
しくウォーキングしましょう。

【日　　時】10月29日（木）  8：45～11：30
【集合場所】勤労青少年ホーム（木次町）
【内　　容】  ①ロコモ予防の講話「100歳まで元気～これからの健康づくり～」
　　　　　　　　講師：雲南保健所　所長　鈴宮　寛子さん
                  　   ロコモ度テスト（希望者）
　　           ②ウォーキング（桜土手を 3km・5km コースに分かれてのウォーキング）

【参　加　費】無料
【申込締切】10 月 16 日（金）
【問い合わせ・申し込み先】雲南保健所　健康増進課　☎0854－42－9637

【問】雲南保健所（雲南圏域健康長寿しまね推進会議）　☎0854－42－9637

すずみや ひろ こ

※

※ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の略

松江地方法務局出雲支局常設相談所 【問】松江地方法務局出雲支局
　　　 　☎0853－20－7732

　松江地方法務局出雲支局では、人権擁護委員や職員が人権に関する相談をお受けしています。
　相談の時間や場所等は次のとおりです。

相談場所・連絡先 面接・電話相談受付時間 相談内容
松江地方法務局出雲支局
  　（出雲市塩冶善行町13－3）

☎0853－20－7732

８時３０分～１７時１５分
（土・日・祝日を除く）

人権相談
（人権、差別問題、家庭内問題）

雲南市交流盆踊り大会の様子

○
お
詫
び
と
訂
正

　
９
月
号
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

●
う
ん
な
ん
日
和
　
10
ペ
ー
ジ

　（
誤
）
掛
谷
太
鼓
保
存
会
　
→
　（
正
）
掛
合
太
鼓
保
存
会

●
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
21
ペ
ー
ジ

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　【
対
象
者
】

　（
誤
）（
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　（
正
）（
平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
）
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
【問】健康推進課　☎0854－40－1045

65歳以上の
皆さんへ

国民健康保険被保険者証の更新 【問】市民生活課　☎0854－40－1031

　インフルエンザの流行は、通常、初冬から春先にみられます。流行が始まると、短期間に小児から高齢者
まで膨大な数の人を巻き込むという点で普通の風邪とは異なります。また、気管支炎や肺炎などを合併し重
症化することがあります。
　予防接種法では、接種は義務ではありませんが、自分のため周囲の人のためになるべく接種されることを
お勧めします。なお、予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵抗力がつくまでに 2 週間程度かか
りますので、なるべく早めに受けましょう。

【実 施 期 間】 10 月 1 日から平成 28 年 1 月 31 日まで
【接種対象者】雲南市内に住民登録があり、次のいずれかの要件を満たしている方
　　　　　　　①満 65 歳以上の方
　　　　　　　②満 60 歳以上 65 歳未満で心臓・腎臓・呼吸器などの機能に極度に障がいのある方

（厚生労働省令の定めによる）
【接 種 回 数】1 回
【接 種 方 法】雲南市と契約している医療機関で接種。個別通知はしませんので、接種を希望する人
　　　　　 　は 直接医療機関へ予約してください。

【自己負担金】2,000 円（生活保護を受けている方は無料で接種ができます）
　　　　　　　期間以外での接種は全額自己負担となります。

【持参する物】健康保険証、自己負担金
※インフルエンザ予防接種予診票は医療機関にあります。

　10月1日（木）に国民健康保険被保険者証（保険証）を更新します。新しい保険証は、世帯ごとに簡易書留
郵便で 9 月 18 日（金）に発送しました。
　保険証の色は、現在使っておられる保険証と同様で、一般被保険者分が「ふじ色」、退職被保険者分が「オ
レンジ色」です。10月1日以降医療機関にかかるときはこの保険証をお使いください。（新しい保険証は交
付年月日が平成27年10月1日となっています。）

＜保険証が届かないとき＞
■ 自宅の郵便受けに「郵便物等お預かりのお知らせ」（不在票）が残されている場合は記載されている電話

番号に連絡ください。再配達の申し込みができます。
■不在票が残されていないときは、市民生活課（☎ 0854－40－1031）へ連絡ください。

＜保険証の有効期限＞
　今回発送した保険証の有効期限は平成28年9月30日ですが、次に該当される方は早めの有効期限となっ
ています。

該当される方 有　　効　　期　　限
退職被保険者（オレンジ色の保険証の方）
で平成27年10月から翌年8月までに65歳
になられる方

65 歳になられる誕生日の属する月の月末。（１日生まれの場合は前月末）
有効期限以降の保険証は、期限が近づきましたら送付します。

平成27年10月から翌年9月までに75歳に
なられる方

75 歳になられる誕生日の前日。（誕生日以降は後期高齢者医療保険証の
対象です）
後期高齢者医療保険証は誕生日の前月に送付します。
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く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

＜事例１＞
　10年以上前に購入した扇風機を深夜に使用した。１時間後、たまたま目が覚めて扇風機
を見たら、モーター部分から火を噴いていた。
＜事例２＞
　30年前に購入したルームエアコンを送風機能で使っていたら、送風口から黒煙が出た。
その後、エアコンの下部から火が出たので水をかけて消した。
＜アドバイス＞
●家電製品等は長期間の使用や保有による経年劣化で、発煙や発火などの危険な状態が起き
　ることがあります。不具合が発生したら、使用をやめてコンセントから電源プラグを抜き、
　販売店やメーカーに相談しましょう。
●同じ製品でも、使用状況や環境により劣化が早く進む場合があります。電源コード
　や家電製品のまわりは、こまめに掃除して自分でもチェックしましょう。
●部品の保有期間が過ぎると修理はできなくなります。家電製品は修理を
　すれば永久に使えるわけではありません。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ
島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

長期間使用している家電の発火に注意

雲南市水道事業に関する審議会委員の紹介
【問】水道局総務課 ☎0854－42－3473

雲南市水道事業に関する審議会委員の任期満了に伴い、新たに次の方が委員に選任されました。
今後、市における上水道事業および簡易水道事業に関する重要事項について審議いただきます。
任期は、８月１日から平成 29年７月 31日までの２年間です。

選任理由 氏　　名（敬称略） 住　　所 氏　　名（敬称略） 住　　所

上 水 道 加 入 者

安
あ
　部

べ
　幸
こう
　治

じ 大 東 町 （会　長）驗
けん
　馬

ま
　重
しげ
　弘
ひろ 木 次 町

永
なが
　井

い
　尚
しょう
　二

じ 大 東 町 坂
さか
　田

た
　貴

き わ め
和女 三刀屋町

高
たか
　橋
はし
　美

み ち こ
智子 加 茂 町

渡
わた
　部
なべ
　弘
ひろ
　明
あき 加 茂 町

簡易水道加入者
（副会長）加

か
　本
もと
　恂
しん
　二

じ 大 東 町 西
にし
　村
むら
　忠
ただ
　明
あき 吉 田 町

川
かわ
　角
すみ
　　　清

きよし 木 次 町 白
しら
　菊
ぎく
　眞
しん
　二

じ 掛 合 町

三
み
　浦
うら
　由

ゆ み こ
美子 三刀屋町

識見を有する者 片
かた
　寄
よせ
　邦
くに
　良
よし 三刀屋町

原子力防災訓練 【問】危機管理室　☎0854－40－1027

　防災関係機関相互の連携による防災対策の確立および防災業務関係者の防災技術の習熟を図るとともに、住
民等の参加により、島根県広域避難計画等の検証および原子力災害発生時の避難対応力の向上、原子力防災に
対する理解の向上を図るため、今年度も原子力防災訓練を実施します。

①住民避難措置訓練　参加者：大東町春殖地区
②避難退域時検査訓練
③原子力防災学習会

はるえ

①初動対応訓練
②オフサイトセンター設置運営訓練
③緊急時モニタリング訓練

１日目
10月23日（金）

２日目
10月25日（日）
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国道54号里方交差点付近の道路が切り替わります
【問】建設事業課　☎0854－40－1062

　9月29日（火）（予定）から下図のとおり、里方交差点付近の道路が切り替わります。
　また、10月13日（火）から業務を開始する雲南市役所新庁舎や雲南合同庁舎への進入は里方交差点から
となります。工事の進捗により道路切替日が前後します。

９月29日（予定）より通り抜けが出来なく
なります（歩行者は通行できます）

交差点は暫定形です。国道・県道工事が
交差点切替後も引き続き行われます。

通行可能になります

通行可能になります
（国道へは左折のみ可能です）

国道下のトンネルが
通行可能になります

雲南市役所
（新庁舎）

10月は臓器移植普及推進月間・ 骨髄バンク推進月間
10月10日は目の愛護デー

移植医療は、医療者と患者さんだけではなく、第三者の方からの善意によるご提供から
成り立っています。
      

『提供したい』　『提供したくない』　どちらも一人ひとりの平等で大切な意思です。                                                    
大切な意思を表示され、ご家族皆さんでお話しましょう。

臓器提供の意思表示は、臓器提供意思表示カード、運転免許証・健康保険証の裏面の意思表示欄に記
入できます。

マスコットキャラクター
＊ まごころば ＊

●お問い合わせ●
    出雲市塩冶町 223-7 
      しまねまごころバンク    ☎0853－22－2556
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第3のプレミアム事業「雲南市初のカタログギフト」発行
【問】産業推進課　☎０８５４－４０－１０５２

　雲南市農業振興商品券、雲南市プレミアム商品券に続く国の経済対策を活用した第 3 番目の事業として、
市内の消費喚起および雲南市の食品、農林水産物、工芸品体験や食事券など幅広いジャンルの商品を選んで
購入できるカタログギフトを作成し、10 月中旬からの販売を予定しています。
　通常価格 6,000 円のところプレミアム価格 5,000 円となり、とてもお買い得です。
　市内約 40 団体から提案された「こだわりの逸品」が満載されたカタログギフトになりますので、ぜひお
歳暮や年末年始のご挨拶に利用ください。また、カタログギフトでしか買えない限定品、忘新年会にも利用
いただけるお得な食事券もあります。ご自分へのご褒美にもオススメです。

秋祭り
第33回大東よいとこ祭

 10月18日（日）

　よいとこ戦隊ダイトレンジャーショーなどのス
         テージイベント、テント村、文化展など

【問】大東よいとこ祭実行委員会（大東総合センター

大東地域交流センター
10:00～16:00

第33回掛合町ふるさとまつり
 10月18日（日）

内容　

【問】掛合町ふるさとまつり実行委員会（掛合総合セン

掛合中学校周辺
9:00～15:20

ステージイベント、掛合音頭、掛合太鼓揃い打ち、
むかで駅伝２０１５、我が家自慢の漬物コンテスト、
大声コンテスト、○×クイズ、出店など

と き

ところ

と き

ところ

雲南市内の 情報

内容

       自治振興課内） ☎0854-43-8168         ター自治振興課内） ☎0854-62-0300

その他のイベント情報

第３回加茂よっといで祭り
 10月25日（日）

内容　ステージイベント、テント村、作品展示など

【問】加茂よっといで祭り実行委員会（加茂総合セン
　    ター自治振興課内）☎0854-49-8601

加茂健康福祉センター かもてらす
10:00～15:00

第３６回みとやっこまつり
 10月25日（日）

 9:00～16:00

第33回きすきがっしょ祭り
 10月25日（日）

内容　ステージイベント、テント市、各種団体による
         作品展示、大抽選会など

【問】きすきがっしょ祭り実行委員会（木次総合セン
       ター自治振興課内） ☎0854-40-1080

木次体育館周辺
10:00～15:00

第１１回ななかまどフェスタ
 10月25日（日）と き

 9:30～15:30

ところ 吉田交流センター周辺

と き

三刀屋文化体育館アスパル

内容　

【問】ななかまどフェスタ実行委員会（吉田総合セン
       ター自治振興課内） ☎0854-74-0211　

ステージイベント（鋼戦隊ムラゲレンジャーショー、
たたら火焔太鼓、抽選会など )、各種テント村、
子ども向けブース、文化展、産業展など

はがね

かえん内容　梅が香音頭踊り、ステージイベント、出店など

【問】みとやっこまつり実行委員会（三刀屋総合セン
       ター自治振興課内）☎0854-45-2111

うめ か

ところ

と き

ところ

と き

ところ

（要予約）

　　ご自分へのご褒美として
※他にも忘新年会にピッタリの
　食事券もあります

お土産つきの食事券

　　　お歳暮やお土産として
※�カタログギフトのために開発した商
品もあります

雲南プレミアムプリン

家族や仲間とのお楽しみとして
※ここでしかできない体験があります

染色体験チケット

カタログギフト
の一例
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その他のイベント情報

第３回加茂よっといで祭り
 10月25日（日）

内容　ステージイベント、テント村、作品展示など

【問】加茂よっといで祭り実行委員会（加茂総合セン
　    ター自治振興課内）☎0854-49-8601

加茂健康福祉センター かもてらす
10:00～15:00

第３６回みとやっこまつり
 10月25日（日）

 9:00～16:00

第33回きすきがっしょ祭り
 10月25日（日）

内容　ステージイベント、テント市、各種団体による
         作品展示、大抽選会など

【問】きすきがっしょ祭り実行委員会（木次総合セン
       ター自治振興課内） ☎0854-40-1080

木次体育館周辺
10:00～15:00

第１１回ななかまどフェスタ
 10月25日（日）と き

 9:30～15:30

ところ 吉田交流センター周辺

と き

三刀屋文化体育館アスパル

内容　

【問】ななかまどフェスタ実行委員会（吉田総合セン
       ター自治振興課内） ☎0854-74-0211　

ステージイベント（鋼戦隊ムラゲレンジャーショー、
たたら火焔太鼓、抽選会など )、各種テント村、
子ども向けブース、文化展、産業展など

はがね

かえん内容　梅が香音頭踊り、ステージイベント、出店など

【問】みとやっこまつり実行委員会（三刀屋総合セン
       ター自治振興課内）☎0854-45-2111

うめ か

ところ

と き

ところ

と き

ところ

（要予約）
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掛
　合

保育園開放日

夢の子園
人 形 劇 鑑 賞 会 14日㈬ 10:00 ～ 11:00
保 育 所 開 放 日 21日㈬・28日㈬   9:00 ～ 11:00
昼 食 試 食 会 21日㈬（要予約・〆切14日） 11:00 ～ 12:00

支援センター (分室：掛合体育館）
分　室 お 話 の 日  ２日㈮ 10:30 ～ 11:00

子 育 て 相 談 日  ７日㈬   9:30 ～ 11:00
佐田町 秋 の 遠 足 16日㈮   9:30 ～ 13:30

好老センター フリースペース・リサイクル会 20日㈫   9:00 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：（0854）45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、13日（火）
　おはなし会：３日（土）10:00 ～　　６日（火）、20日（火）15:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　27日（火）10:00 ～

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：（0854）74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：（0854）62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所  １日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所 28日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター 秋 の 遠 足 21日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

新着の本（抄）
▼たかき ほきょう「ある温泉旅館の人々―板場修行の「つれづれ日記」―」▼あさの あつこ「ゆ
らやみ」▼天

あま
祢
ね

 涼
りょう

「謎解き広報課」▼五
い が ら し

十嵐貴
たか

久
ひさ

「贖
あがな

い」▼加
か

瀬
せ

政
まさ

広
ひろ

「天
てん

満
ま

明
みょう

星
じょう

池
いけ

」▼海
かい

堂
どう

 尊
たける

「ス
カラムーシュ・ムーン」▼今

こん
野
の

 敏
びん

「豹
ひょう

変
へん

」▼笹
ささ

本
もと

稜
りょう

平
へい

「強
きょう

襲
しゅう

」▼佐
さ

々
さ

木
き

 譲
じょう

「砂
すな

の街
がい

路
ろ

図
ず

」▼島
しま

本
もと

理
り

生
お

「匿
とく

名
めい

者
しゃ

のためのスピカ」▼住
すみ

野
の

よる「君の膵
すい

臓
ぞう

をたべたい」▼高
たか

橋
はし

義
よし

夫
お

「保
ほ

春
しゅう

院
いん

義
よし

姫
ひめ

　伊
達政宗の母」▼額

ぬか
賀
が

 澪
みお

「ヒトリコ」▼法
のり

月
づき

 綸
りん

太
た

郎
ろう

「怪
かい

盗
とう

グリフィン対ラトウィッジ機関」▼乃南
アサ「水

すい
曜
よう

日
び

の凱
がい

歌
か

」▼葉
は

真
ま

中
なか

 顕
あき

「ロスト・ケア」▼羽
は

田
だ

圭
けい

介
すけ

「スクラップ・アンド・ビルド」
▼帚

はは
木
きぎ

蓬
ほう

生
せい

「悲
ひ

素
そ

」▼坂
ばん

東
どう

眞
ま

砂
さ

子
こ

「真昼の心
しん

中
じゅう

」▼江
え

國
くに

香
か

織
おり

 他「100万分の1回のねこ」▼平岩
弓枝「ベトナムの桜」▼藤

ふじ
田
た

宜
よし

永
なが

「血の弔
ちょう

旗
き

」▼誉
ほん

田
だ

哲
てつ

也
や

「武士道ジェネレーション」▼三浦し
をん「あの家に暮らす四人の女」▼茂

も
木
ぎ

健
けん

一
いち

郎
ろう

「東
とう

京
きょう

藝
げい

大
だい

物
もの

語
がたり

」▼又
また

吉
よし

直
なお

樹
き

「芸
げい

人
にん

と俳
はい

人
じん

」▼中
なか

原
はら

昌
まさ

也
や

「中
なか

原
はら

昌
まさ

也
や

の人
じん

生
せい

相
そう

談
だん

」▼東
ひがし

田
だ

直
なお

樹
き

「自
じ

閉
へい

症
しょう

の僕
ぼく

の七
なな

転
ころ

び八
や

起
お

き」▼村上春樹「村上さん
のところ」▼山

やま
藤
ふじ

章
しょう

二
じ

「老いては自分に従え」▼天
あま

野
の

 隆
たかし

「やってはいけない「実家」の相続」▼
井
いの

上
うえ

貴
き

美
み

子
こ

「102歳の平
へい

穏
おん

死
し

 自
じ

宅
たく

で看
み

取
と

るということ」▼佐
さ

々
さ

木
き

典
ふみ

士
お

「ぼくたちに、もうモノは
必要ない。」▼ゴルゴ松本「あっ！命の授業」▼本

ほん
郷
ごう

和
かず

人
と

「戦
せん

国
ごく

武
ぶ

将
しょう

の選
せん

択
たく

」▼丸
まる

岡
おか

慎
しん

弥
や

「日本の
心は銅

どう
像
ぞう

にあった」▼矢
や

部
べ

宏
こう

治
じ
「戦争をしない国 明

あき
仁
ひと

天
てん

皇
のう

メッセージ」▼岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

編集部「私の「戦
後70年談

だん
話
わ

」」▼柳
やなぎ

田
た

国
くに

男
お

「日本人とはなにか」▼徳
とく

永
なが

 進
すすむ

「野の花あったか話」▼黒
くろ

川
かわ

祥
しょう

子
こ

「子
し

宮
きゅう

頸
けい

がんワクチン、副
ふく

反
はん

応
のう

と闘
たたか

う少女とその母たち」▼齋
さい

藤
とう

志
し

乃
の
「はじめてのデトックスウォーター

基本のレシピ100」▼竹
たけ

内
うち

正
まさ

人
と

 監修「娘が妊娠したら親が読む本」▼葛
か

西
さい

幸
ゆき

男
お

「田んぼアートの
キセキ」▼高

たか
宮
みや

紀
のり

子
こ

「和のかごとざる クラフトバンドで始める伝統の編み方30作品」▼高
たか

峰
みね

秀
ひで

子
こ

「高峰秀子かく語りき」▼西
にし

田
だ

育
やす

弘
ひろ

 監修「強く美しい体をつくる登山エクササイズ」

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談  ５日㈪   9:30 ～ 11:00受付
おはなし会  ９日㈮ 10:00 ～ 10:30
赤ちゃん広場 16日㈮ 10:00 ～ 11:00
あそぼう広場 22日㈭ 10:00 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

大東図書館　　☎0854-43-6131
 10月の休館日 
　毎週金曜日、12日（月・祝）、月末整理休館：31日（土）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（12日は除く）
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　☆古本再生市　18日（日）10:00 ～（大東図書館入口付近）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

木次図書館　　☎0854-42-1021
 10月の休館日  
　毎週月曜日、振替休館：13日（火）、月末整理休館：31日（土）
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

加茂図書館　　☎0854-49-8739
 10月の休館日  
　毎週木曜日、12日（月・祝）、月末整理休館：31日（土）
 イベント案内 
　☆加茂図書館まつり　17日（土）10:00 ～ 16:00
　　おはなしチューリップたのしい絵本の会
　　　（午前の部　10:30 ～、午後の部　14:00 ～）
　　その他ラブックカフェ、作品展示、本のリサイクル市など
　　皆さまお誘いあわせのうえ、お越しください。

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

子育て教室『おいも掘り』
（あおぞら保育園学童棟）  １日㈭   9:30 ～ 11:30
バ ス 遠 足

（ 場 所 未 定 ／ 要 予 約 ）
大東公園市民体育館駐車場出発

 ６日㈫   9:30 ～ 13:30

子 育 て 相 談 ９日㈮、23日㈮ 10:00 ～ 17:00
赤 ち ゃ ん 教 室

『秋のお散歩・離乳食試食』
（あおぞら保育園学童棟）

13日㈫   9:30 ～ 11:30

お そ と で あ そ ぼ っ！
（ あ お ぞ ら 保 育 園 ） 23日㈮   9:30 ～ 11:30

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ３日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ５日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ８日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ９日㈮   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

バス遠足  ２日㈮ 別途案内（※要予約）
シャボン玉遊び  ６日㈫ 10:00 ～
おはなし会  ７日㈬ 10:30 ～
お外で遊ぼう！尺の内公園  ８日㈭ 10:00現地集合
ミュージックケア（１歳半未満）  ９日㈮ 10:00 ～（※要予約）

（晴）砂場遊び
（雨）小麦粉粘土遊び 14日㈬ 10:00 ～
畑に行こう！ 15日㈭ 10:00現地集合（※要予約）
誕生会 16日㈮ 10:30 ～（誕生児要予約）

出前保育
日登交流センター 21日㈬ 10:00 ～
教室・相談
木次子育て支援

センター
ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ 20日㈫ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談、 妊 婦 サ ロ ン 30日㈮ 9:30 ～ 11:00受付

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  ２日㈮ 10:00 ～ 12:00
たんぽぽひろば（しゃぼん玉であそぼう！）  ７日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（お弁当をもってお散歩へいこう！） 14日㈬ 10:00 ～（２時間程度）
※お誕生日の当日にお祝い会をします。10月生まれのお友

だちはご予約ください。
教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  １日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 15日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 19日㈪   9:30 ～ 11:30
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 22日㈭ 10:00 ～（※要予約）
ア レ ル ギ ー 対 応 食 教 室 29日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 23日㈮ 10:00 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール10月 図書館だより図書館だより
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ５日㈪

9:30 ～掛合子育て支援センター  ７日㈬
加茂子育て支援センター 19日㈪
木次子育て支援センター 30日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 30日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 13日㈫ 9:30～
◆両親学級　　　　　　参加料：500円
加茂健康福祉センター 24日㈯ 14:00～16:00

◆断酒会
吉田ふる里センター  １日㈭ 19:00～21:00
加茂健康福祉センター  ５日㈪ 18:30～20:30
大東地域交流センター 13日㈫

19:00～21:00下熊谷交流センター 19日㈪
掛合まめなかセンター 21日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈭

◆胃がん検診（要予約） 受付時間
松笠交流センター 23日㈮   8:30～  9:30
多根交流センター 23日㈮ 10:00～11:00
◆乳がん検診（要予約） 受付時間

三刀屋文化体育館アスパル 15日㈭   9:00～12:00
14:00～15:00

◆特定健康診査・健康診査（要予約） 受付時間

掛合体育館  １日㈭   9:00～10:30
13:00～14:00

大東健康福祉センター ５日㈪～
９日㈮

  9:00～10:30
13:00～14:00

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  １日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 29日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 22日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 28日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  １日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
雲南サロン「陽だまり」  ８日㈭

22日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
こころの健康＆もの忘れ相談 14日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 14日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
交通事故巡回相談 出雲市役所 15日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 16日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 19日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
難病サロン　 しまね難病相談支援センター 22日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

10月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

町　名 実 施 日 受　付　時　間 会　場　名

大 東 町 10月18日㈰   9:30～12:00
13:30～16:00

大東よいとこ祭会場
（大東地域交流センター）

木 次 町 10月25日㈰
10:00～12:00
13:30～15:00
16:00～17:00

がっしょ祭り会場
（木次体育館）
グッディー木次店

三刀屋町 10月25日㈰   9:00～11:30
13:00～15:30 三刀屋文化体育館アスパル

献血� 【問】市民生活課　☎ 40-1031

◆雲南市障がい者支援活動
軽スポーツ教室　　参加料：無料 19日㈪ 13:30 ～ 15:30三刀屋文化体育館アスパル

【問】地域活動支援センター　パレット　☎ 45-0020

　【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

札幌ハムプロジェクト企画 

日本縦断興行2015演劇『さんたま』 
 と　き 	 10月21日（水）19:30
 ところ 	 木次経済文化会館チェリヴァホール
 （２階ホール）
 入場料 	 前売2,000円（当日2,300円）

	 学生1,500円、小学生以下500円
ワゴン１台に、舞台セット、音響、照明、役者を
全部詰め込んで、札幌から日本全国へ『ヘンテコ
芝居』を届けます！
	 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

劇団四季ファミリーミュージカル

「王子とこじき」 
 と　き 	 10月24日（土）18:30開場 19:00開演
 ところ 	 加茂文化ホール ラメール（大ホール）
 入場料 	 １階席4,000円、２階席3,500円	

「大切なことは何か」が見えてくる感動の物語。
躍動感溢れる迫力満点の舞台をお楽しみくださ
い。
	 【問】ラメール　☎0854-49-8500
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人　口･･ 40,655人（－38人）

世帯数･･ 13,859世帯（＋10世帯）
平成 27 年 9 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,163人（－13人）

男　性･･ 19,492人（－25人）

I N F O R M A T I O N

雲南市総合社会福祉大会�
 と　き  10月９日（金）13:30 ～ 16:30
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 式　典  長寿者表彰、功労者表彰など
 講演会  
　演題「認知症の方が安心して外出できるまちづくり」
　講師　社会福祉法人 東

と う

翔
しょう

会
か い

　グループホーム「ふぁみりえ」ホーム長

 大
おお

牟
む

田
た

市認知症ライフサポート研究会代表

 大
おお

谷
たに

るみ子
こ

さん（福岡県大牟田市）

 【問】健康福祉総務課　☎0854-40-1041

古代遺跡ライブ�
～伝統楽器と石見神楽の世界～

 と　き  10月17日（土）14:00 ～ 16:00
 ところ  加茂岩倉遺跡芝生広場
 出　演  今福座（今

いま

福
ふく

 優
ゆう

、末
すえ

長
なが

 愛
あい

、堂
どう

本
もと

英
え

里
り

）、
 大

おお

屋
や

神楽社中（大田市）、T
タ ユ タ

AYUTA p
ピ ル グ リ ム

ilgrim
本格的な和太鼓ユニットによるパフォーマンス
や、石見神楽の上演、世界の民族楽器を使った演
奏と歌が楽しめるほか、飲食ブースもあります。
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

林
はやし

家
や

 彦
ひこ

いち独演会�
 と　き  10月11日（日）①14:00　②19:00
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
� （２階ホール）
 入場料  一般2,000円（当日2,500円）

 高校生以下【前売当日共】500円
 未就学児無料
落語と冒険談ライブ！！世界を旅する噺

はなし

家
か

が雲南
にやってくる！
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

さくらおろち湖祭り2015�
 と　き  10月18日（日）10:00 ～ 15:00
 ところ  さくらおろち湖ボート競技施設駐車場周辺
ステージイベント、テント村、展示など

　【問】さくらおろち湖祭り実行委員会
 （NPO法人さくらおろち事務局内）☎0854-48-0729

第５回みとやファミリー駅伝
＆ジョギング大会�
 と　き  10月18日（日）9:00 ～ 12:00
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル周辺桜土手
 主　催  雲南市体育協会三刀屋支部
 参加料等  駅伝の部（1.5㎞×３人）／ 1,000円　
 ※ファミリーの部、一般の部があります。

　　　　　ジョギングの部（1.5㎞）／ 300円
 申込締切  10月９日（金）
 【問】アスパル　☎0854-45-9222

平成27年度雲南市犯罪のない
安全で安心なまちづくり推進会議研修大会�

 と　き  10月13日（火）14:00 ～ 15:30
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
� （３階大会議室）
防犯に関する講演会などを行います。入場は無料
ですので、皆さんの参加をお待ちしております。
 【問】危機管理室　☎0854-40-1027

第５回幸雲南塾2015／ラボアカデミー
 と　き  10月17日（土）13:00 ～
 ところ  木次健康の森（木次町西日登2542-2）
 講　師  岡

おか

本
もと

拓
たく

也
や

さん（NPO法人ソーシャルベンチャー・
パートナーズ東京 代表理事）

 一般聴講料  1,500円（交流会参加費は別途）

 【問】政策推進課　☎0854-40-1011

　　　　　　　　　同時開催　　�
　ランバイク島根シリーズチャンピオン決定戦


